
議会の傍聴について

定例会と臨時会

請願・陳情について

一般質問について

次回定例会の予定

本会議は公開されていて、どなたでも傍聴できます。
傍聴は市議会の活動状況を直接知ることのできる身近
な方法です。

市議会の会議には、定例会と臨時会があります。定
例会は、毎年3月、6月、9月および12月の年4回開
催されます。詳細な会期予定については、開会予定日
の5日前に開催される議会運営委員会で協議され、協
議終了後、朝霞市議会のホームページ等で公表してい
ます。
臨時会は、次の定例会までの間に議会の議決が必要
となる特定の事件に限って招集されるもので、原則と
して、告示された特定事件に限り審議することになり
ます。
市議会の招集は、市長が行いますが、議会運営委員
会の議決を経るか、議員定数の4分の1以上の議員か
ら招集の請求があったときは、市長は臨時会を招集し
なければなりません。

請願や陳情は、市民の皆さんが直接市政などに関し
て、議会に要望できる制度で、政治に皆さんの声を反
映させる役割を持っています。
請願・陳情はどなたでも提出することができ、提出
された請願は所管の委員会で執行者の考えなどを聞い
て、慎重に審査されます。
委員会での結論の出た請願は、本会議で最終的に採
決が行われ、その結果を請願の提出者にお知らせして
います。また、採択の場合、その結果を関係行政機関
に送付します。
文書で提出する必要があります。件名、要旨、理由、
提出年月日、住所を記載のうえ、署名または記名押印
してください。
内容は、市の仕事に関することや公益に関するもの
としてください。
要旨は重要な部分なので、その内容は、理解しやす
い文章で、理由や説明をはっきり記載してください。
2つ以上の理由や説明がある場合は、なるべく箇条書
きにしてください。
施設の建設や道路など場所に関する請願（陳情）に
は、略図等参考資料を添付してください。
法人など団体の場合は、名称、事務所の所在地以外
に代表者の署名または記名押印が必要です。
請願者（陳情者）が多い場合には、請願書（陳情書）

に署名簿を添え、表紙には代表者だけを記載し、「ほ

か〇人」としてください。署名簿には、署名者の住所
を記載のうえ、署名者ごとに署名または記名押印して
ください。
紹介議員は請願の提出要件となっていますので、表

紙に紹介議員1人以上の署名または記名押印が必要で
す。陳情の場合は不要です。
請願については、審議の結果を請願提出者にお知ら

せします。
請願書に記載された個人情報は、議会の審議のため

に用いるとともに、会議録やホームページ等に掲載さ
れるほか、行政文書として情報公開の対象となります。

令和4年第4回定例会から一般質問の「一問一答方
式」が導入されています。質問する議員は「一括質問
方式」、「1回目一括質問2回目以降一問一答方式」、「一
問一答方式」から質問方式を選択できるようになりま
した。
・一括質問方式
質問方法は、通告書の質問項目すべてを一括して質

問し、答弁も一括して行います。
質問場所は、1回目の質問は登壇して行い、再質問
から質問席で行います。
質問回数は3回まで、質問時間は1回につき25分
以内の計75分以内となります。
・1回目一括質問2回目以降一問一答方式
質問方法は、1回目の質問は一括方式と同様とし、

2回目以降は1つの項目ごとに質問し、答弁も1つの
項目ごとに行います。
質問場所は、1回目の質問は登壇して行い、再質問
からは質問席で行います。
質問回数は、制限なしで、質問時間は60分以内と

なります。
・一問一答方式
質問方法は、1つの項目ごとに質問し、答弁も1つ

の項目ごとに行います。
質問場所は、1回目の質問から質問席で行います。
質問回数は、制限なしで、質問時間は60分以内と

なります。

次回定例会の開会は、6月2日㈪午前9時からの予
定です。

議 会 だ よ り
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組合ホームページ
はこちら→

※市外局番のない電話番号は『048』をつけておかけください。

朝霞和光資源循環組合からのお知らせ朝霞和光資源循環組合からのお知らせ
　朝霞市と和光市が共同で、和光市内に新しいごみ処理施設を整備しています。令和12年度の稼
働開始を目標に、省エネ・低コストな施設を目指して準備を進めています。

令和７年度一般会計予算概要

施設の建設工事に着手しました

こんな施設を計画しています

歳入

項目 金額
負担金 1,101,026
使用料 3
財産収入 1,310
繰越金 2,000
諸収入 2,082
組合債 233,800

合計 1,340,221

（単位：千円） 歳出

項目 金額
議会費 3,230
総務費 98,389
衛生費 529,353
公債費 154,673
諸支出金 546,576
予備費 8,000

合計 1,340,221

（単位：千円）

●�施設の設計・建設・20年間の運営を担う事業者
と本契約を締結し、工事に着手しました。
●�令和７年度は、旧焼却場の解体工事と、新施設の
詳しい設計を中心に進める予定です。詳しい設計を中心に進める予定です。
●�令和12年度の運用開始を目指して、安全・環境
などに十分配慮しながら工事を進めていきます。

●�「燃やすごみ」「燃やせないごみ」「粗大ごみ」を処理する施設です。
●�朝霞市と和光市で発生したごみを処理します。それぞれの市で発生したごみ量の比率に応じ
て、処理費用を負担します。
●�ごみを燃やした余熱は、効率の高い発電設備ですべて回収します。発電した電力は、施設内
で利用するほか、余剰電力は売却します。温室効果ガスの排出量が実質的に約３割削減され
る見込みです。
●�敷地内の一部をオープンスペースとして開放し、遊歩道などでご利用いただけるようにします。

事業の進捗は、組合ホームページでもお知らせしています。 問／朝霞和光資源循環組合
　　☎424-2253

負 担 金：朝霞市および和光市からの負担金
財産収入財産収入：利子および配当金：利子および配当金
繰 越 金：前年度予算からの繰越金
諸 収 入：組合預金利子
組 合 債：一般廃棄物処理に関する借入金

主
な
項
目
の
説
明

主
な
項
目
の
説
明

議 会 費：組合議会に関する経費
総 務 費総 務 費：人件費など組合運営に関する経費：人件費など組合運営に関する経費
衛 生 費：ごみ広域処理施設建設に関する経費
公 債 費：組合債の返済や利子に関する経費

施設の完成予想図
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